
平成２２年度 重点的な取り組み

説明用資料２

水質は、徐々に改善

COD（表・中層）

H16年度 H26年度

DO（底層）

H26年度H16年

現状　：　各主体と連携・協働により、取り組みを継続中

学識者 国・自治体
（広域連携）

市民・NPO 企　業

・下水道整備
・農業集落排水事業
・浄化槽整備
・河川浄化事業
・森林整備

・藻場・干潟・浅場整備
・親水緑地整備
・海域浮遊ごみ

窪地修復

河川清掃

・企業の森
     (シャープ）
・里山（パナソニック））

漂着ごみ・海底ゴミ清掃

環境監視（水質一斉調査）

環境監視（生き物一斉調査）

汚濁機構の解明

なぎさ海道ウォーク（私鉄主催）

表彰制度

森林ボランティア

・共生の森(堺7-3区）
　　(住友ゴム等）
・尼崎21世紀の森
　（臨海部の工場）

森・川・海で活動

将
来

行動計画へ
のアドバイス
が不足

これまでの取
組みと成果に
ついて意見交
換

着実に実施

公共事業費
削減で整備
進捗が鈍化

行動計画へ
の声の反映

流域企業と
連携が不足

  取組を知っていただき、参加してもらう

    湾 for All,All for 湾
    大阪湾はみんなのもの、

　　みんなで大阪湾を再生しましょう

実施主体との意
見交換、社会実
験への住民参加
の拡大。

行動への参加
を模索

学識者の知識、市民・NPOの行動力、企業市民としての取り組みと行政
機関の整備事業が合わさって、総合的な大阪湾再生が推進される。

①行動計画策定後のフォローアップ

平成16～21年度のまと
め

 提示

学識者との意見交換
　　　　　・行動計画の方向性

　　　　　・新たな施策等
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須磨海岸 神戸港 西宮 大阪港 泉南海岸

割
合
（
%）

良い やや良い ふつう やや悪い

悪い わからない 興味がない （回答なし）

イメージ調査平成19年度調査結果の例
【海への近付きやすさ】

意見聴取
アンケートHPの活用

企画展

企業との意見交換
　　・連携方策の検討

表彰制度の拡充・発展
　・選考方法再考
　・取組の活性化（市民・NPO等
　　との連携強化）

大阪湾再生の効果把握と見直し

学識者、市民・NPO、産業界との連携強化

行動計画への反映



②新たな取り組みの継続など

平成１９年度の取り組み
中間評価書案を作成し、
パブコメを実施するとともに、
シンポジウムを開催

シンポジウム（H19.12.15 Sun.） 於：グランキューブ大阪
250名参加
基調講演（水中写真家 中村征夫氏）

パネルディスカッション

今後の広報
大阪湾企画展「湾展」

大阪湾の取り組みを始めて6年

行政の活動を知らしめ、
住民の協力を仰ぐ必要がある

「川の駅」はちけんや
１階流域再生コアセンターで開催

博物館の企画展、個展のように、
１ヶ月程度連続してパネルを展示し、その期間の
休日に、ミニシンポ、出前講座を行い、
来場者アンケートで意見聴取を行う。

コーディネーター：矢持 進 （大阪市立大学教授）
パネリスト： 田中正視 （大阪湾見守りネット）

近藤茂則 （大阪コミュニケーションアー
ト専門学校）

村田武一郎 （NPO大阪湾研究セン
ター・奈良県立大学教授）

芝池利尚 （大阪府河川環境課長）

より多くの方に知っていただき
フランクな意見を汲み取るために・・・

企画例
１か月：パネル展示
第１土曜：大阪湾再生 出前講座
第２土曜：下水道 出前講座
第３土曜：港湾事業 出前講座
第４土曜：水質試験 体験

年間に
数回実施

湾
展
湾
展

ミニシンポ

出前講座

平成１９年度の取り組み
中間評価書案を作成し、
パブコメを実施するとともに、
シンポジウムを開催

シンポジウム（H19.12.15 Sun.） 於：グランキューブ大阪
250名参加
基調講演（水中写真家 中村征夫氏）

パネルディスカッション

今後の広報
大阪湾企画展「湾展」

大阪湾の取り組みを始めて6年

行政の活動を知らしめ、
住民の協力を仰ぐ必要がある

「川の駅」はちけんや
１階流域再生コアセンターで開催
「川の駅」はちけんや
１階流域再生コアセンターで開催

博物館の企画展、個展のように、
１ヶ月程度連続してパネルを展示し、その期間の
休日に、ミニシンポ、出前講座を行い、
来場者アンケートで意見聴取を行う。

コーディネーター：矢持 進 （大阪市立大学教授）
パネリスト： 田中正視 （大阪湾見守りネット）

近藤茂則 （大阪コミュニケーションアー
ト専門学校）

村田武一郎 （NPO大阪湾研究セン
ター・奈良県立大学教授）

芝池利尚 （大阪府河川環境課長）

より多くの方に知っていただき
フランクな意見を汲み取るために・・・
より多くの方に知っていただき

フランクな意見を汲み取るために・・・

企画例
１か月：パネル展示
第１土曜：大阪湾再生 出前講座
第２土曜：下水道 出前講座
第３土曜：港湾事業 出前講座
第４土曜：水質試験 体験

年間に
数回実施

湾
展
湾
展
湾
展
湾
展

ミニシンポ

出前講座

●大阪湾再生や行動計画に関する広報の強化

③社会実験・実証実験及び市民等との協働の取組

●積極的な市民参画の取り組み拡大

●ＮＰＯ等との連携の強化 ［関係各機関］
・各種市民参画の取り組みのさらなる推進、
清掃活動等の市民主導による取り組みの拡大

・市民参加による流入負荷削減等の検討［全体G］

大和川における生活排水対
策社会実験の対策例

南港野鳥園

●環境学習等の取り組みの継続・発展

・大阪湾・集水域での環境学習の継続・発展、
シンポジウム等での発表機会の拡大［関係各機関］

自然体験学習の事例



●尼崎臨海部や堺浜周辺等での海陸連携の
継続実施
・尼崎運河等での取り組み［兵庫県ほか］など
・堺2区での生物共生護岸の順応的管理［近畿
地方整備局］ など

●アピールポイントのPRと改善後のイメージに
対するチェックアップの充実 ［各関係機関］
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琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

尼崎臨海部

【位置図】

堺２区

④アピールポイントにおける集中的・先駆的な取り組み

⑤陸域負荷削減施策の推進

●各種汚水処理の対策
・下水道、農業集落排水、浄化槽等の整備

による生活排水処理の推進［各府県市］
・高度処理の推進

なわて・竜華水みらいセンターの整備促進［大阪府］

●下水道の合流改善

・合流式下水道緊急改善計画に基づく
「貯留施設、ろ過スクリーン設置」等による

合流式下水道の改善［各府県市］

●河川浄化事業等の推進

・琵琶湖流域、大和川水系、寝屋川水系等で
の河川浄化施設設置や機能向上
［近畿地方整備局、滋賀県、大阪府］

・河川等の浄化浚渫の実施［滋賀県、大阪府］

●陸域負荷削減効果の評価とアピール

・大阪湾集水域における下水道整備等による
河川水質の改善等のPRの継続［陸域G］
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琵琶湖
流域

寝屋川水系

大和川水系大阪
湾

淀川

大和川

【河川浄化の推進】 琵琶
湖

琵琶湖

大阪湾

竜華
水みらいｾﾝﾀｰ

竜華
水みらいｾﾝﾀｰ

なわて
水みらいｾﾝﾀｰ

なわて
水みらいｾﾝﾀｰ

【高度処理の推進】【高度処理の推進】



大和川

泉佐野市
田尻町

【位置図】

堺２区

ポートアイランド
第２期

尼崎臨海部

●水質改善

・窪地埋め戻しの技術的検討の実施
［近畿地方整備局］

●多様な生物の生息・生育場の再生
・干潟：堺泉北港堺２区人工干潟［大阪府］など

・藻場：泉佐野市・田尻町地先での
増養殖場造成事業［大阪府］など

●親水性の向上

・緑地整備の継続：
ポートアイランド（第2期）西緑地［神戸市］、
尼崎の森中央緑地（尼崎臨海部）［兵庫県］、
堺2区基幹的広域防災拠点緑地
［近畿地方整備局］
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⑥海域における環境改善対策の推進

1 

3 

4 

5 

6 

9 
8 

12 

13 
14 
15 

16 
17 

18 
19 

2 

7 

10 
20 

11 

21

窪地
浅海域(水深10m以浅)

【窪地の分布状況】

●環境の監視

・大阪湾再生水質一斉調査
（平成22年度は8月3日）

・調査の継続及び水質常時観測点と
連携した監視［モニタG］

・住民団体等との連携［モニタG］

●情報の共有化及び発信

環境情報の共有化

・新規設置した水質常時観測点（13点）の
観測データのリアルタイム配信［近畿地方
整備局］

・バーチャル大阪湾による情報発信［大阪湾
環境保全協議会］
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0 5 10 15 20

大阪湾

水質水質観測地点観測地点

定点観測１３地点

既設灯浮標定設置2箇所
既設観測塔設置4箇所
既設ｽﾊﾟｰﾌﾞｲ設置2箇所
既設護岸などに設置2箇所
新規ﾌﾞｲなどに設置3箇所

既設海洋短波レーダー局

⑦大阪湾再生のためのモニタリング
平成２１年度
水質一斉調査
観測地点

海域262地点
陸域214地点


